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C 3　　　　嫌気処理茶（ギャバロン紅茶、ギャバウーロン茶）の血圧上昇抑制作用とその槻構

　　　　　　大妻女大：大森正司、矢野とし子、岡本順子、食総研：津志田籐二郎、農環研：村井敏信

　　　　　　国立栄研ﾀ樋口満ヽ野菜茶試：岩浅潔芦田勝｡弘柳田典男ヽ第一化学：高市松男､須賀和男ヽＩ

　　（目的）先に本研究では、茶葉を嫌気的条件下におくと茶葉中にr －アミノ酪酸(GSBft）

　　が増加することを認めた。そしてこの嫌気処理茶（ギャバロン茶）を高血圧自然発症ラッ

　　ト（SHR）に経口投与したところ血圧上昇抑制作用か認められた。今回は、同様の嫌気処理

　　茶（ギャバロン紅茶、ギャバウ- aン茶)をS H Rに投与したところ、その効果が認めら

　　れた。また、" C －G A B Aを用いてその挙動を追跡し、知見か得られたので報告する。

　　（方法）嫌気処理して得た茶50gをlOOOmlのイオン交換水の熱湯で１分間浸出し、試料液

　　とした。９週令オスのS H Rラット（200 ～220g ）を１群10匹として、対照区①：イオン

　　交換水、対照区②:普通紅茶、対照区③:普通ウーロン茶、試験区①：ギャバロン紅茶、

　　試験区②:ギャバウ- ロン茶の５群として投与した。これとは別に、1 4 C －G A B A

　　(0.05inCi/0.5iiil）をラットに投与し、* ールボディーオートラジオグラフィ―を行った。

　　（結果> (1)S H Rラットにギャバロン紅茶およびギャバウーaン茶を経口投与すると、飼

　　育初期血圧（9週令）は150 ~160iiiiiiHgであったものが13～14週令には対照区①②③とも170

　　～180iiiiiiHgで、試験区では150～160rai)iHgであった。このS H R ラットをこのままの状態

　　で20週令まで飼育後、試験区と対照区を交換すると、投与後１～２週間で150 ～160rnniHg

　　だったものが180iiiiiiHgに上昇し、180～190miiiHsだったものが160mniHgまで減少した。

　　(2)* ールボディーオートラジオグラフィーを行ったところ、投与１時間～５時間で、急速

　　に胃から肝臓に移行しているのか明らかとなった。
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　食塩レA* ルと食物繊維が高血圧自然発症ラツ｝の血圧に及ぽす影響

　実践女子大家政　o a村雅子　中川靖枝

　国立栄研・応用食品　辻　啓介　市川富夫

　既に浹者らは本大会において食塩を負荷した高血圧自然発症ラット（SHR）の血

響を与える食物繊維として，小麦フスマ,果実ファイバーなどを検討し報告した.

荷の目的は, SHRの高血圧症状の早期化と重症化を助長すること，日本人の食塩摂

のモデルとして避し，さらに食物繊維の有効性が明確にされやすいことなどがあげ

．今回，食塩と食物繊維の相互作用を明らかにするためE ,食塩負荷の有無とペク

るいはセルロースの組合せによりSHRの血圧，ミネラル代謝，血中脂質レベルに及

響を検I討したので報告する．

　実験動物には23週●雄性SHRを用い，しよ糖を糖質源とした半合成飼料に食物繊

維フり- , セルロース（結晶状アピ-b ル）3 % ,低メトキシルペクチンK塩3 ％の3群を

設け, さらに各々に食塩無添加群と1 % 添加群とを設けた.飼料はm留水と共に自由摂取

とし, 19日間飼育した．血圧it 5日おきにラット尾動脈圧測定装置PS-IOOにて非観血的に

測定した. 15日目Iの血圧測定後，ラットを代謝ゲージに入れ, 2日毎に2回尿，糞を採取

した. 飼料,血漿，尿，糞のミネラルは原子吸光法で，血漿脂質は酵素法で測定した･一

　結果　繊維無添加群では血圧は徐々に上昇するが食塩無添加では添加に比べやや抑制傾

向にあっIt .セルロース，ペクチン群とも5日目から有意な血圧低｀下が観察されるが，セ

ルロースよりベクチンが，また食塩無添加のほうがこの傾向は強かった.血漿総コレステ

ロールレベルは繊維無添加群，食塩添加群が高値を示し，セルロース・ペクチン群共に低

値を示したが，食塩の影響はみられなかった.糞乾燥重量は繊維添加により高値を示した


